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 AFXOHLQH B (AC8-B)は

す⾲島⏘のカイメン

A[in\VVa acXleaWa から単

㞳された 45 アミノ㓟ṧ

基からなる⣽⬊ẘ性ペプ

チドであり、その Nᮎ➃

には 1,3-SURSDQHGLDPLQH

の 12-15 㔞体ポリマーが

修㣭 WU\SWRSKDQ に⦰合し

た (SAC8-B) ユニークなᵓ㐀を含んでいる 1。当◊✲室では AC8-B のά性中᰾ᵓ

㐀を᫂らかにすべく合成◊✲に取り⤌んでおり、これまでに SAC8-B の完全保ㆤ

体、およびその⬺保ㆤによる全合成を㐩成している 2,3。しかしながら、その᭱㐺化

された合成⤒㊰でも WU\SWRSKDQ から 22 ẁ㝵をせし、このうちポリアミン㙐と⦰合

させるヘテロ三⎔性㦵᱁のᵓ⠏までに 16ẁ㝵をせするなど、AC8-Bの固┦合成を

ぢ据えたスケールアップにはㄢ㢟をṧしている。そこで⚾たちは、WU\SWRSKDQに 1ẁ

㝵での化学修㣭が可⬟な PLFWHW-SSHQJOHU 反応に╔┠した。もし⨨換基としてポリア

ミン㙐を導入した WHWUDK\GUR-ȕ-FDUEROLQH ᵓ㐀で SAC8-B の同➼の⏕≀ά性を再⌧で

きれば、合成の▷工⛬化により効⋡ⓗなᵓ㐀ά性┦㛵◊✲が展㛤可⬟となる。 

4,4-DLHWKR[\EXW\ODPLQH (3) を出Ⓨ原料とし NV保ㆤを⾜ったところ、分子内⎔化を

伴い⎔≧アミナール 4を与えた。これを L-WU\SWRSKDQ PHWK\O HVWHU K\GURFKORULGH (5) と

ともに PLFWHW-SSHQJOHU反応᮲件に付すと、ciV体 6が主⏕成≀として得られた。今後

はピペリジノ基の保ㆤの後、光延反応によるポリアミン㙐の伸㛗を⾜う。 
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